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葬送儀礼と親族概念

Mortualypracticeandkinship

佐藤桂子

ＫｅｉＡｏＳｑｔｏ

Ｔｈｅｐｕｒｐｏｓｅｏｆｔｈｉｓｐａｐｅｒｉｓｔｏｅｌｕｃｉdatethecharacteristicof“shmseki,.，JapaneBe

kmdredwhicbinclusesalTinity・

Tl1edatapresentedherewascollectedduringmyrese【lrchcoIldlIctediI1lwafune，Ｉｗａｔ【I

prefecture・Ｉｗａｆｕｎｅ，ａｍｏｕｎｔａｉｌｌｖｉⅡage，contaills32houseswithll8illhabitallts・Ｔｂe

peopleIivinghererecognize“almostthevillageresare‘shinseki，ｅａｃｈother…

ｓｏ，ｉｎｌｗａｆｕｎｅｌｒｅｓｅｒｃｈｋｉｎｓｈｉｐOrganization，especiallytheconceptof“shinseki”ｉｎ

ｔｅｒｍｓｏｆｍｏ｢tuarypractice・consistsofmortuaIparade，“soushikigyouretsu,,，anobituary

gift，､`kouden”ａｎｄ“hotoke-ogami”ｐractice、Ａｎｄｈ()ｗｔｈｅｐｅｏｐｌｅｗｈｏａｒｅｃｏｎｓｉｄｅｒｅｄ

ｌ`sMnseki,,，organizethefunctiona］group・

Inenclusion，Ｉｐｒｏｐｏｓｅｔｈａｔａｔｔｈｅｇｒｏｕｐｉｎｇｏｆｓｈｉｎｓｅｋｉ，thesetwofacteresarevalidin

lwafｕｎｅ・Ｏｎｅｉｓｔｈｅｐｌａｃｅｏｆｒｅｓｉｄｅｎｃｅ，ｔｈｅｏｔｈｅｒｉｓａｓｔａｔｕｓｏｆａｆＹｉｎｉｔｙ．

広がりゆく同心円を描き，’''心から遠ざかるにつれてそ

の関係が薄くなるカテゴリーとして捉えられよう、しか

し，’比際の場１mにおいてシンセキは，シンセキとして機

能するll1lJ1として現れてくる。例えば，葬儀の際|こ行わ

れる鞭式行列でば，いえられた行列の役割を果たすこと

}二よって，儀礼集団としての機能を果たしているｃ

ここでは具体的な調査結果に雄づき，葬送般礼という

シンセキが一堂に会する機会を]１１:例として，それに関与．

するシソセキと呼ばれる人上とは，具体的にはどういう

人々であるのかを見ていきたい。すなわち，1111念として

のシンセキと，ある１人の個人を中心iこ集まったシンセ

キと思われる人々の蛎合が，どういうプロセスを経てシ

ンセキを臓成・認識するのかに注｢Iして考察していきた

い○

２．調査地域概要

iiM1Ifは，１９９０（１２からｌ９９１ｉＦｌ二かけて，岩下県宮古市

し潜船において行った仁岩船は，人｢１１１８名，）i数３２戸

(199］年１月７１１現〈lﾖ）の，比校Ⅱ）|､規模な'｣｣村形態の

ムラである`｣主な化囎ばりと雛で，1085年には総腿家数は

Ｌ序５５

２．凋逓地域概要５５

３．葬列|順序帳と親族５６

４．行貧帳と親族５９

５．ホトケオガミと親族６０

６．結

1．序

本論文でし上，ｎ本におけるキンlルッド（killdred）の

特殊例としてシソセキを取り上げ，シンセキとIWiI五れる

範囲が，Ｍ３間を結成する際に働く雄準は何かという問題

について論じることを|Ｆ１的とする。

キン1ルッドとは，Ⅲ！'人を焦点として，ＩⅢ縁を双方的

(bilateraILつまり父方・Ｉ研方を等しくたどる測族のiWli

囲を示す分析概念である。日本の民族概念でシンルイ・

シンセキと呼ばれるものは，その単位であるイエのlvl;絡

が影響を及ぼす諸特徴を別にすれば，基本的にはキンド

レッドと同じ構造的性格をもつとする立場'〕に依拠し

て，ここでは論を進めていく。

個人を鯨点とするシンセキの範IJHはⅢJIM流[:は1M[ｉｌｌｌに
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２３ｊ二iであX)が，そのうちＷ:業ｌｌｌＬ家政ば２戸に過ぎない．

２３戸のうち，lflをｲTしているのは２２戸で，少fR<とiI）

自給分の米憾賄っている]IllL家が多い。また，lllll:をＩ１ＩＬ１ｉ

している艇家も２０戸と多い｡2)１１１ﾄ|(でば，木材生旅や椎

茸栽培が朧んである。樅１１;純略は，IIlM洞Ｉ３５ｉｌﾕ頃から始

まり，現在は１３戸が桃わっている｡探れた|W;:１１首ばおも

に乾燥Ｍ薊i：としてTlj内及び盛IMIの1Mと脇に出荷している。

岩船３２戸のうち，その過半数を占める（約６５％）２１

戸が同じＳ姓を名飛っている。源氏の藩武者のllliと弟

がこの地をＩｊＭいたとする伝承#)あI)，Ｓ姓も大きくlllIi系

と弟系の２系統に分かれ，それぞれ大本家を別にしてい

る。Ｓ姓の次に多いのばＴ姓で，その戸数は７１１であ

るにＳｍ|;とＴ姓の合計は２８戸で，Ｉと+船全戸の87.5％

iこ上る。残る家兆も，なんらかの形でＳやＴの家とｊｌ１ｉ

戚関係を結び，岩船|人Iで親族IjU係上，全く孤立している

家ばﾙﾋ近二の地lこ雑貨商店をljMいた家の糸である。

ゆえに，岩船に(､[大きく分けると３系統の木分家|Ⅱ|係

が存ｲﾋﾟすると言えよう。Ｓ・姉系とＳ・弟系，それにＴ

系がそれである。

Ｔの姓を有する家は，JMI対的にF;数が少ないことも'１１

まってか正系辮関係は不IﾘIiiiIiであるが，自分の家から見

てどこが本家であるか，どこが分家であるかという認繊

だけは，はっきりしている。けれども，中心とitにるＴ姓

の大本家の分家|可士の紐帯は，編Ｗというよりほとんど

意識されていないし，ホトケオガミにも行きjl(がJkられ

ない。ホトケナガミとは，お盆の際に，各家に作られた

盆棚を拝駄に行く憤行をいい，シソセキと認誠している

範１１１１で行き来することが多い。ただし，そのホトケラ{･ガ

ミにも，滴桜の木家と認識していあと二ろへぼiiしれる

し，年頭に「ナンイ」（お礼）と称する年始参りに行った

りしている。ここで砿愛視さｵ'ているのはむしろ，本家

をli1じく１－るいわゆる同族団的結合よりも，その家にと

ってil1〔接の本家と，１ＭｲEの戸主からl此代的に近いところ

でヨメ（人．）のやりとりのあった家だとの姻戚|H1係の

ほうであるといえよう。

ＩＬ+船の本分家関係｛よ，その』し体的な系譜膿Ｉ係がイ:lﾘ1な

場合｛)あるが，どこの家が本家で，その分家はどこであ

るかといった意識はlU1砿である｡さらに，この水分家ＩＨＩ

係に加えて，姻戚関係も複雑な絡象を見せている。iIill落

内婚↓かってば盛んに行われていて，「ムラじ,',うシン

セキのようなもの」という感覚がある。Ｓ・弟系の大水

家の「うちが岩船では一番シンセキが多い。（岩船３２戸

のうち）２２戸がシンーヒキだ｡」という言葉から，分家や

三〆のやりとりをする家を「シン化キ」とカウントする

こと，I目Ｉ?'＃会話にIll1111iにシソ雲ヒキの戸数が|[{てくること

版どから，シンセキに対する:嚇搬がFPUいことが伺い知れ

る。この，シンセキの認識過懸や認知程度がどのような

《)のであるのか，ｓ・弟系の大本家での葬送儀礼を事例

に，以下に論じて象たい゜なお，対象とする家を便宜上

ここではその騒げを用いて「大家」と記述する。

３．葬列順序帳と親族

大家は，岩船のほ|萸中ﾘﾋに位iKtするｓ・妨系の大木家

とさﾙしる|[l家である。

この家ではオミョウジンサマという氏神を祀ってい

て，かつてはムラ中の人為が祭礼|=1には参拝に訪れたと

いうがⅢ今l;[大家の家の者の,攻で祝っている．

大家からの直接のカマド（分家）と認識している家は

YL+船内に３戸ある｡その３戸にも各々氏神があり，個別

Iこ祭礼を行っている。カマドは古い順から－稀カマド，

二柵カー､'「と'１平び，カマドのカマ|‘を本家から↓i』てベッ

ケとⅡFぶ。岩船|ﾉ｣'二は大家のべツケが１軒あるがこのベ

ヅケ体，直接の本家の氏神に,祭礼日にはお参りに行く

が，人ﾉ|ﾐ家である大家の氏ｉＩｌ１祭祀に'よ参加していない。

さて、葬列を中心にＪ１地の人だがシンセキと'１Fぷ範囲

をIi11立し，その災たす役衡||や機能をみていくことIこした

い。非列で一定の役{Ifllを果たす者にば，まず節一にその

牧人の｝iiI凪する家の本分家'1M係やシン･セキ関係iこあたる

家の者，そして次に故人あるいは喪主と交友関係にあっ

た背とに分けることができる。

満船'こお'ナる葬列でも同嫌であるが，その中心的役割

に|:，lIi<(人と1,緑と姻戚を含めた親族BLI係を持つ満が担っ

ている。

ここでは，大本家である大家の「葬列1順序帳」を分析

して，その内容からj:Ⅱ族のあり方をゑていくこと'こす

る。

イiｲｸ'1111〔iljFl鵬とは，いわゆる111r辺送りにおける諸役割

を，その役割者ととも|こ記した覚君である。ある家Iこ死

が発生すると，戒ちにその家の本家，戸主の兄弟・姉妹

がｌｌＬﾗﾋって，葬列における役ﾘﾄﾞ'1の担当者を話し合って決

ぬるｃ呪:圧では,災町'勺にはり]:辺送I)の行21「I÷１体}よ行わ

れてばいないが，役ｌＩｌ１ｌ別に柾iii了背を決め，それを葬列順

)ザ１１&に妃!'ifする行為は，依然として残っている。

｛しﾄﾙ１１において,3》葬列111〔ｉｌｒＩｌ艇において記11山されている

役i1llは全部で２２ある向い（表3-1）それを，役(Ｉｌｌに関与

する人の性質に満月し，岩船内での説明体系にJJEづき分

類すると，大きく次の立つのレベルに分けることができ

る。
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役割名称 役割／人数 期待されるDM係

仏に近い人。性別はＩ)U係ないが，たい
ていは部熔の女性。〈友人・親類＞

シンセキで}よ粒い，部落の人。部落で
－蘇迎い人

供野火（とものび） 死者のお供／］人

敬線秀（ちらしせんこう）１人１本ずつ線香を持つ／奇数

孫花（まごぱﾌﾟrに）ｆＷ数人数 敬裕にマゴでなくてもよい。部落の内
ﾀﾄ１１１１わず，小学41iくうぃの小さいＴｌＭｉﾋﾞ
ﾘ)女も'111わifにい`，

速いシソごキリ<一般代爽＞

台線谷よりは速いシンセキ。台団子と
同じようなもの。〈親戚＞

台線;IIi;よりば迎いシンーヒキ。台菓子と
|;に同じ位の近さ．〈近糊・身内〉

台化（たいぱな） 白い和紙の細工による花を緋つ／偶数

台菓子（だいがし） liLj部せんべいを縦に２個並べたもの
を持つ

|J1子を縦に２個雌べたもの左怖つ台団子（だいたんL）

台;jiL子，台団子よi)は近いが，大差は
ない。〈税戚＞

台線香（だいせんこう） 台付きの線行を持つ

ろうそくを立てる台を持つ／２人 近いミウチ・シンセキ。その家という
より，死者個人に対して近い人。〈近
11M〉

<近ｌＭ・身内＞

カマド<分家’

燭台（しよくたい）

香炉（こうろ） 1人

紅白のｲピ（紙細工）をそれぞれ２本ずつ
持つ／２人（計４木）

死花（しにぱた・しか）

イトコやキコウダイなどく近親･身内＞
－－-－＿＿＿＿－－－－－－－－－－－￣￣￣

蝋印の一つ下の地位。〈近親・身内＞

鍬（くわ） 紙で作った鍬を持つ／１人

野団子（のたんご） 鍋ず率を入れて黒くした団子を持つ／１
．人

１人

１人

死者に１１Nるものを持つ。かつては着物な
どを一締に埋葬していたが，今ばさらし
擁を持って後で寺に寄進する。／１人

御茶（満ちや） <近剛↓・身|ノル

<:近親・身内＞

<近籾・身内〉

御水（おんみず）
－－－－－－

贈物（おく')!》の）

枕飯ばくらめし）

墓印（(主かじるし）

１１１膿りにしてお糠をさした御飯を持つ／
１人

１人

〈近測・｣jr内＞

本家。女性の場合I士実家の当主。〈実
家（本家)＞

喪主α仏Iこ_瀞近い人。その家のイニ
トリ。〈喪主＞

仏に近い人であるが，その家のイエト
リではない人〈過'１１．・身内＞

メイやマゴなどの女性。１MJ綱と後綱を
t)I:せた（エンズブー）合計が偶数にたっ
てはいけない。

位牌（いばい） 位牌を持つ／１人

棺陸尺（かんりくしゃく） 過''3.を持つ。かつてlま棺を担いだ。／１
人

もともとは，棺からのびていた綱を持つ
役制／奇数

前綱・後綱（たえつな・うし
ろつな）

(I>…死者の家の者がな；らべきもの（Ａ）

②…｢近いミ(ソチ」がｉｔに為べきもの（B）

③…本家あるいは「カー、'卜．（＝分家)」といった，本分

家関係にある家の洲がなるべきもの（本家＝Ｃノカ

マドーＣ'）

(､…｢速いシンセキ」がなるべきもの（＝Ｄ）

⑤…｢シンセキではない部WIFの人」がなるべきもの

（＝Ｅ）

炎３－２（:k,このＡ～ＥＹこての５つり)レベル表示を利

１１]して，’１１+船におけ為ｲﾄﾞ列役割の111念とﾘさ賎の-lこれを表

lこして没だ(』のである．ここで高う理念とは，」片船の人

々が認識している「脱lid」（＝脱明体系）を，尖践とiま，

行為としてDLlL出たI11Iliiii，を，それぞれ表現していろ。

突践レベルとしての友紀にﾉｌＬづくＪＩｗｌは，

Ａ＝死帝の家の満

Ｂ＝インフ』.－マントがそり)系譜i１，位liVt付けをきちん
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表３－２芥列役割の1,念と実践

Ｉ役割名称（人数） 理念レベル 実践レベル 備考

位牌（１人）

柑陸尺（1人）

供野火（１人）

魁印（１人）

野団子（１人）

枕飯（１人）

抑茶（１人）

御水（１人）

贈物（１人）

御鍬（１人）

香炉（１人）

御写真（１人）

燭台（２人）

死花（２人）

孫花（奇数）

i1i綱・後綱（奇数）

台線香（IC～11人）

台菓子（８～１２人）

台団子（１０人）

台花（偶数）

散線香（奇数）

Ｊ

Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｂ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｅ

１
，
Ｄ

Ａ
Ｊ
７
Ｊ
７
７

Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

，
Ｂ
Ｎ
Ｄ
，
，
，
，
ｘ

Ａ
，
，
，
，
，
，
，
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
，
Ｃ
，
ｃ
ｃ
・
Ｅ

Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

Ａ
，
Ｂ
．
，
Ｄ

Ｂ
Ｂ
Ｂ

比較的jWiしい役割

(Ａ)＝婚出した娘

Ｘ＝非親族

と把握しⅢたどることができるシンセキ

Ｃ＝本家5〕

Ｃ'＝カマド

Ｄ＝シソセキであると認めているが，その系譜ｌＭｊＵ係

が不明なものの

Ｅ＝岩船内に居住しているが，親族関係にないと1Lい

に認めあっている家の者

である。

理念レベルにおいてのＡ，すなわち「死者の家の者が

なるべき」葬列役割名称に相当するのは「位牌」であり，

実践レベルにおいても「位牌」の役割を担っているのは，

死者の家の「イエトリ」である。イエトリとは，その家

の家督を継ぐ皆という意味で，普通は長男がイニトリと

なる。死者の家のイエトリが「位牌」の役ｌ１ｆＩに付くとい

うかなり強固な規範があり，大家の家においてもそれが

守られなかったことばない。イエトリが養JLである場合

でも，通常の場合と同様に「位牌」の役割をイエトリが

担う。

また，Ｅの「岩船内に居住しているが，親族関係にな

いと互いに認めあっている家の老」のなるものとされる

｢散線香」も，実際担っている人たちは，死者を出した家

とはシンセキ関係がないとお互いに認識し合っている家

の人々であり，その家は超世代的にほとんど変化が見ら

れない。つまり，ある家にとって，そこに新たに姻戚関

係等が生じないかぎりにおいて，超世代的に「散線香」

の間柄である家が存在するということである。

ところが，ＡとＥを対極とした場合，その中間に位

llW)する理念レベルのＢ’ＣＤに属する葬列役ｌ１ｉｌの，実

際の特性を見てみると，必ずしも理念と実践が一致して

いないことが分かる。

表３－３において，理念レベルＢに属する「棺陸尺(か

んりくしゃく)｣，「供野火（とものび)｣，「野団子（のた

んご)｣，…はそれぞれＢの特性を持ってはしるが，そ

れ以外のlilllの特性をも有している。そして，これらのう

ちすべてに｣し通する特性Ｂが理念として認識されてい

る。同様なことがＣＤにも甘える。

要するに，ある共通の理念レベルのもとに認識されて

いる一群の諸役割の中の実践レベルには，かなりのばら

つきがあり一致しないが，その実践レベルの中の共通す

る１つの特徴こそが，それらを理念レベルで表象してい

る特徴なのである。

葬列役割のうち，「死者の家の者」（＝Ａ）と「シンセキ
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表３－３ 「￣

○②○理念レベルＩ役割名称｜実践レベルの特性 ①△

■ ’

棺陸尺

供野火

1M:団子

枕飯

御茶

御水

’111物

御鍬

香炉

燭台

係花

前綱・後綱

９
９

Ａ
Ａ

９
９
？
？

，
ｊ

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
》
肚
Ｂ
Ｂ

ｈ_」

州ＴＩｴｺﾞ

７
Ｊ
Ｊ
Ｊ

〔
し
（
し
（
し
（
し

Ｂ

③△一○●▲

lxl3-1役割の変遷

，
１

Ａ
Ａ
１

Ｃ'

１１lしている。

この女性（lHi('''１●）は，延'の兄の娘，つまi）メイ'二あ

たる口(1)とは，Il1lil/J1|<]に近い|則係にあたるが，④の所属

する家という111位から見ると，その関係は必ずしも近い

ものではない。そのことがこの女'''二の，枚人のlLI;する家

家から認識される｣｣11念レベルでソ)シンセキ度の椎移を物

語っていると，kLIわれる。

また，別の１$例として「台線iflr/理念レベルＤ」（①）

→｢台[jl]澪．/ＩｉｆｌＤ」（'2,)→｢香炉/ｌｌＩ１Ｂ」（③)→｢喬炉/同

Ｂ＿（ｕ)）と変遷している男性（lxl'1］▲）もいる。この男

I'|【は《ｊｊＩ)の変の兄にあたり，③の饗の実家の戸主でもあ

る。この男性の葬列役割における地位の上昇は③の死去

を契機としており，③の死去とといこ，この家1こおける

ロノの変の地位，及びその実家のシンセキとしての相対的

｣|u(Ｊ１:の」Z外があむたことが伺える。

このように，シンセキは，意味の多重性を内包する柔

軟性に富んだ概念であり，状況に応［た変位をも可能と

する「場」であると言えよう。

ｊ
Ｊ

Ｃ
Ｃ墓印

死花

ｊ

Ｊ

Ｃ
Ｃ
ｌ

fT線香

台菓子

台団子

台化

ｐ
ｊ

Ｂ
Ｂ
Ｂ

]）
ソ
ノ

が
」
｜
が
し

， Ｄ

Ｄ

ｌＬＸ

ではない部落の人」（＝Ｅ）は，シンセキの枠組に｛よ人ら

ない人たちであり，それ以外，つまi）Ｂ,Ｃ,Ｄはシンセ

キとして認識しうる人たち，すなわち「理念としてのシ

ンセキ」の枠に入る人たちである。ある１１人にと‐'て，

シンセキという概念によって包括される人々との関係

ぱ，決して一様ではない｡理念レベルで近いと感じられ

るシンセキもあれば，速いと思うシンセキもある。そし

て，実践レベルでも'71様である。

つまり，一概にシンセキといっても，「理念としての

シンセキ」と「実践としてのシンセキ」の間にI土差僖興が

大きく，ゆえに，その関係の遠近の'''1(も非常に大きく感

じられると言えよう、あるいば”多漉的であるとも11.え

よう。多義的であるがゆえに，シンーヒキの遠近度も変わ

りえる。

例えば，ある人物の（lxl3-1の中の●で示している

女性）の|i１－家における`１件の葬式行列における役ilfllの

変遷を追ってみて見よう．

図中q)の男性の葬列（昭和３９年９jj）Iこおいてば｢合

団丁」を，｜可じく②の女什の葬列（111ＷⅡ３９イｌｉｌ］)l）で

｢台線香｣，'３)の男性の葬列（昭和５リイ'三１０月）でも「台

線香」と，理念レベルの，（＝｢速いシンセキ｣）の役割

を担ってきたが，（IL)の女性の葬列（`|X成ﾉﾋ年３月）では

｢御写真」と，「近いミウチ」（＝Ｂ）のなるべき役MIllを'11

４．香莫帳と親族

俳鍵は，，l｢〈は食料贈与が中心であったが，次第'二金

銭Uiiいに移I)変わっていったことは有賀喜左術''１'によっ

て()Iﾘlらかにされているが（有ｆｌ〔１１)68)，科Ｉiiの場合，

現〈,;も金銭鱸与の行璽とともに豆腐・白米・モチ米等の

食料順与による秀糞が併存している。

｝ｨ!}船におけ~る秀鍵lWi与全体を〕Ⅲして，まず言えること

は，喬鍵の金額の多さが，必ずしもシンセキの近さを物

語っているわ(ナで(士ない，ということである｡つまり，

金額だけを見て多いlil間に並べ替えても，その家のシンセ

キlMl係の遠近は判lUjできたい。
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表４－１シソセキレペル別の香糞附答 ぱず，豆腐・141米・モチ米の三点セットを持ち寄ること

が，行動パターンとして期待されている。

その他にも，シンセキ度のI1ijさが期待されるレベルに

なるほど，豆腐・白米・モチ米という「三点セット」に

別の,lil,物をプラスαとして持参してくる率が高くなる。

迫力１１１$１３はたいてしの場合，食料品で，表中で「酒・他」

としたものがそうであるが，具体的には，清酒の他，柑

橘類やソウメン，食パン等多岐にわたっている。豆腐・

''1米・モチ米の「三点セット」が岩船の居住条件を満た

していないと送らない傾向が強いのに対して，これらの

食料品ば，その送り手の居住地の制約は受けない。

以上のことから，一般に，食料品を香璽として贈答す

る家は，葬儀を出した家とのlHIに何らかのシンセキ関係

が存在すると言えよう。金銭の糸を「お香莫」として持

参してくる場合は，葬儀を出した家というよりむしろ，

葬儀を出した家に蝿する人，あるいは屈していた人との

Ⅱ１１の個人的Ⅱ１１係が強調されるケースが多い。その関係と

は多くの場合，非親族関係であり，たいていは友人関係

であったり、職場関係であったりする。つまり，食料品

を持参せず金銭の糸の香糞賄答者が－番関係としては遠

い。いわゆる「他人の人たち」（＝Ｘ）となる｡ここに｢三

点セット」の食料,(,1,という金銭という対極的な柵図が浮

かび上がる。

つまり，岩船の谷糞附答をjInじて表現されるシンセキ

'よ，その系譜的関係もさることながら，居住条件によっ

て大きく左右されている。その指標となる居住範朋は岩

船という部蒋で，その成員であることを示す香典内容

が，豆腐・白米・モチ米の「三点セット」であると言え

よう。

。’。’｡’。

０１△

｡’。’｡’。

。’○

。｜◎１◎｜（〕

。’（）

凡例Ｂ１＝岩船内に住む「近し、ミウチ」Ｂ２＝岩船外に

住む「近いミウチ」Ｃ'1＝岩船内に住むカマド

Ｃ'2＝岩船外に住むカマドＤ１＝岩船内に住む

「遠いシンセキ」Ｄ２＝岩船外に住む「遠いシンセ
キ」Ｅ＝「シンセキでない部落の人」Ｘ＝｢他人の
人」

。＝80％以上○＝50％以上８０％未満△＝20％

以上５０％未満Ｘ＝20％未満

それでは，香糞の何を見てシンセキの度合いを知るこ

とができるのだろうか。

表４－１は，岩船におけるシンセキレベル別の香莫剛答

の一覧表である。この表で表しているＢ～Ｅまでのレベ

ル分けは，前章での基準に依拠したいわゆる理念レベル

であり，そのうちＢ，ＣＤに関してはそれぞれ岩船部

落に住んでいるか否かという居住条件によって，さらに

２つに分けて示してある。例えばＢの場合では岩船に

住んでいる者をＢ１，．住んでいないものをＢ２とする。

そしてこれらに力Ⅱえて，シンセキではない「他人の人」

という項目をＸとして一覧表に加えてしる。香莫賊答

の場合，このようにシンセキ以外に非親族の占める謀11合

が，葬式行列やホトケオガミと比べて比較的大きいこと

は，その特徴のひとつであると言えよう。

Ｂ～E，それにＸを付けjⅡ1えた表に記戦してしるレベ

ルのうち，シソセキと認知できる範囲はＢ～Ｄまでであ

る。インフォーマントの認識レベルによれば，シンセキ

関係の深度はＢＣ，ＤのlllljにiWi次浅くなっていくはず

であるが，表４－１を見てみると，香莫贈答とシンセキ深

度は一致していないことが分かる。

香jt贈答のべターンとしては，Ｂ１とＣ'１，，１がそれ

ぞれ頬似した形式をとっている。Ｂ１，Ｃ'１，，１は，いず

れも端船内に居住するシンセキで，その遠近に多少の溌

異はあるものの，香莫賄答としては，香輿金は言うに及

５．ホトケオガミと親族

ホトケオガミとは，８ｊｊｌ４ｆｌから１６日までのお盆

の時期に，ホトケ7)に関係のある人々が，各自その期間

内の都合の良い時に，ホトケのある家にやって来て，「ポ

ンダナ」（盆MIl)8〕の位牌にお参りすることをいう。

ホトケオガミを，実際に岩船の人とがどのように認識

しているのかというと，「お盆の時期に，シンセキがホ

トケを拝染に集まってくること」とする捉え方が一般的

である。また，シンセキという言葉は用いずに「その家

のホトケを郷みたい人がくる」行事であると説明するイ

ンソォーマントもいる。

剛５－１は，ホトケオガミの典型的事例を簡略化して図

式化したものである。④，⑤,⑥,⑦は，それぞれ①の

係として側人的には，均等な距離に吐かれているもの
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－－－－－－￣￣￣~~￣０

△①Ｉ △①！

『－－－｛●③'－－－－’▲②！－－－｜●③'－－－１▲②！

■

○⑦！△⑥！●⑤ｉ▲④！■ ●⑦｜▲⑥！●⑤ｉ▲④ｉ

ＤＣＢＡ

図５－１Ａ家ホトケオガミ参加者

（▲／●）（…は．家の枠を示す）

ＤＣＢＡ

図５－２Ａ家葬送儀礼参加者

（▲／●）（…は，家の枠を示す）

家に婚l｣Ｉした⑦の参ＤＩＩも見られる。さらに，Ｃ家のよう

に同一世帯から２世代，あるいは３世代の参加もあり，

仮;こ③がすでに死去しているような状況においても，⑥

や⑥の下位世代の参加が見られるのが普通である。ま

た，Ｂ,Ｃ，ＤがＡと別の部落に居住している場合にも

葬送隣礼への参加は，｜iT1様である。ただし，部落内居住

者とそれ以外の者とでは，前述したように香莫の内容に

差異があり，大きな区分がある。

要するに，葬送儀礼においては葬儀の対象者とその配

(|胤者とからなるストック（cognaticstock）及び，その

ストック成員各々の配偶者に１葬送儀礼への参加が義務

付けられるが，参加の記録とも言える葬式行列の役割や

香糞の贈答，ひいては葬列Ⅱ偵序帳や香糞帳への記載は，

参加者の所属するイエが主体となっている。

ホトケオガミに行き来する範囲もシンセキであり，葬

送儀礼に参加する単位もシンセキである。ともに，それ

ぞれの規範に基づいてシンセキと認識される人為の中か

ら結成される集団である。このように，シンセキは結成

する時と場に応じて変化して，集団とカテゴリーの間を

揺れ助き，その範囲も｢|山に変わり得る性格を持つ概念

であると言えよう。

の，ホトケオガミヘの参加は(4)と⑤の象である。これば

ホトケオガミが個人よりも家を主体に行われる慣行であ

ることを示している例であると言えようｃｃ家で，③が

すでに死去している場合には，ホトケオガミに⑥が出向

くことは少ない。また逆に，そのようなケースで⑥がｌ１１

向く場合とは，Ｃ家とＡ家がlfiil-i&fll落内に居住してい

るケースがほとんどである。「行き来がなくなると，シ

ンセキでなくなる」という意識があり，系譜関係が遠く

なった家から次第にシンセキ関係も薄くなっていく。し

かし，その推移の仕方も一様ではなく，婚出後の居住地

の条件が，その後のシンセキ関係にも影響を及ぼす。つ

まり，同一部落内に住むことが，シンセキ関係をより永

続化させる傾向があると言える。

同じ，シンセキを単位とする葬送儀礼とホトケオガミ

ではあるが，葬送儀礼が死者というひとりの個人を'1二'心

とした親族が蝿合する場であるのに対して，ホトケオガ

ミはそのイエを'''心とした親族の集う場である。

葬送儀礼においても，葬式行列への参加や香奨の名義

Iこはイニ単位の原理が働き,行助がイエ単位で把握され

ることが多い。しかし，そこに集合している親族は，あ

くまで死者との個人的系譜関係が優先されている。図

5-2は，ＡのイエのQDの葬儀におlナる参加者を示したも

のであるが，ホトケオガミのl'ず'二は参加していない，
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する際に働く基illiiは何かという/１Aに焦点を合わせ，具体

的iilIj沓結果に基づいて論を進めてみた。

従来，シンセキあるいはシンルイという民俗概念で語

られてきた日本における親族カテゴリーを，キンドレッ

ドとして理解すべきだという立場は１９６０年代半ば頃か

ら中根千枝や蒲生Ⅲ男ら,〕によって提唱されてきた。こ

れは恐らく1959～６０年にかけての人類学の流れの中で

｢出目」（descent）一辺倒だった親族理論に，出目雌団と

キン1ルッドという概念の区分けが生じたことが原因で

あったと言えるだろう。

また，民俗学において，香莫帳分析によるシンセキの

遠近を測る方法も比較的早くから行われてきたことであ

ったが，これをキン|ルッドの集団結成の契機と'1M連さ

せて論じられたものは，ほとんどなかったと言えようこ

この,論文は，以上のような流れの中で，日本の親族の

あり方を考え直す試みである。今後，他地域のキンドレ

ッドと比較考察していきたい。

付記）本論文は，］990年度慶応義塾大学大学院社会学

研究科に提出した修士i論文の第５章を中心に加筆，修正

したものです。指導してくださいました先生方，そして

iil'１１森地の皆様にliill礼'|'し上げます。
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６．結

以上，葬列順序帳，香莫帳，ホトケオガミという材料

を用いて，それぞれに現れる親族概念，とりわけシンーヒ

キについて論じてみたが，シンセキという「親族の場」

の中に，いくつかの指標があるように思われるので，こ

こで整理してみたい。

第一に世代的距離の問題が挙げられようＤＩＩ上代的距離

とは，理念レベルでいうところのＢ（＝｢近いミウチ｣）

と，（＝｢遠いシンセキ｣）を対･立要素とする指標であ

る。ＢとＤは，いずれもシンセキと認知されているも

のであり，Ｂは世代が経つにつれてやがてはＤへと移

行していくべき存在である｡従って，葬列役割において

も，ひとりの個人が同一のイエの葬儀において，Ｂの役

割を演じることもあれば，Ｄの役割を演じることもあ

る。言ってみれば，遠近感に基づく連続的で互いに包接

的な概念であるとも言えよう。

第二の指標として挙げられるのが「系譜的距離」であ

る。これは，木分家関係として，永続的に集団化が可能

なグループと，あくまでカテゴリーとして流動的なシン

セキとの対立に現れてしる。このI1Ij者は，先の世代Ill,距

離における対立項のようには包摂的ではなく，非連続的

で排他的な概念である。

そして，最後に挙げられるのが「空lHI的距離」である。

空間的距離とは，同じシンセキのカテゴリーに属してい

ても，ある居住空間の内に住んでいるか，外に住んでい

るかによってシンセキの度合いが変わることに現れてい

る指標である。居住条件は，客観的に判断できる材料で

あるため，これもやはり二番目の系譜的距離同様，排他

的，対立的な関係を生じさせる概念であると言えよう。

第二と第三の距離の性格の違いは，前者が血縁に斫後者

が地縁に基づくものであることに求められる。

自己を中心とした親族の範囲は，ある共通の祖先を介

してその系譜的関係がたどり得るようなリニージと異な

り，固定的で限定されたしのではない〆従って，なんら

かのアクション・グループを結成する際には，そこに成

員を選択する基準といったものが必要となってくる。そ

れが岩船の場合，これら三つの距離の指標であり，基体

的に言えば，居住条件（空間的距離）とヨメ（ムコ）の

婚入先でのステータスの変化に伴う姻戚の（本分家関係

)二対する）相対的な地位であると言えるので}よないだろ

うか。

以上，１１本1こおけるキンドレヅドの例としてシンセキ

を取り上げ，カテゴリーとしてのシンセキが集団を紬成

註

l）小川正恭，1971.ｐ、３６など。

2）農林水産省１９８５年世界艇林業センサス腿業集落

ｶｰﾄﾞ｡

3）同じ宮古市内においても地域差があり，一様では

ない。しかし，現在では葬儀会社の作成した葬列

順序帳が普及し，地域差が少なくなってきている

ようだ。

4）「前綱」と「後綱」を合わせて「イロカプリ」と数

えると２１役割。

5）モデルとした家自体が大本家であるためここでIま

Ｃ（本家）は存在しない。

6）具体的には「シンセキ」「イト。」，「鰍方のマ

キ」という表現をしている。「イトコ」と言って

も，実質的なイトコ関係にある者を指すのではな

く、「同世代のシンセキ」といった認蹴をしてい

るｃ

７）その家で亡くなって，その家に位牌がある故人。

8）お盆の期間中，座敷にひな域状の棚を作り，歴代

の位牌をお供え物．お花（これを特に「盆花」と

いう）などどともに飾るⅢその棚のこと。

9）中根千枝1967，蒲生正男1968。
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